
能登半島地震を踏まえた「南海ﾄﾗﾌ巨大地震」対策の再検証
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資料１

徳島県危機管理総合調整会議の開催（R6.1.31）

初動対応に係る 道路啓開、断水、停電、通信途絶 及び

避難所運営、物流対策の

６つのＷＧを設置し、対策の検討に着手

能登半島地震を踏まえた課題の抽出及び

シミュレーションの実施（南海トラフ巨大地震を想定）

「強靱化」と「レジリエンス(回復力)」の観点から対策を検討

ワーキンググループ毎に対策を取りまとめ

個別のワーキンググループの開催（R6.2上旬～）

各ワーキンググループで具体的なシミュレーションの実施

関係機関それぞれが具体的な対策を実行

県の対応 

・再検証の進捗に合わせて、新たな計画等に適宜反映

○避難所運営
○物流
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